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要約 

本研究では，心理療法のセッション中にクライエント（以下，Cl.と略記）が体験するポジティヴ感情につい

て、ポジティヴ感情の種類によって，喚起要因・Cl.に対する作用が異なるかを検討した。試行の初回カウン

セリングの特に成功した 1 セッションをサンプルとして選択し、対人的プロセス想起法によってインタビュ

ーを行い，セッション中のポジティヴ感情体験のプロセスについて Cl.の報告を求めた。グラウンデッド・

セオリー・アプローチによる分析の結果，〈安心〉・〈活気〉・〈勇気〉という 3 つのポジティヴ感情カテゴリ

ーが生成され，プロセス図では〈安心〉と〈活気〉・〈勇気〉とで体験プロセスが二つのルートに大きく分岐

した。活性度の高いポジティヴ感情と低いポジティヴ感情とで，喚起要因および Cl.に対する作用が異なる

傾向が存在する可能性が示された。 

 

キー・ワード：クライエントのポジティヴ感情,対人的プロセス想起法,グラウンデッド・セオリー・アプロ

ーチ 

 

はじめに 

人間の感情には様々なものがあり，悲しみ，怒

りなどがネガティヴ感情と呼ばれるのに対して，

愛情，希望などの感情は，ポジティヴ感情という。 

心理療法は，クライエント（以下，Cl.と略記）

が抱える悩みを扱う過程であるためか，悲しみや

苦しみといったネガティヴ感情が支配的な過程で

あると思われやすい。しかし，そのような心理療

法の過程においても，Cl.はネガティヴな感情だけ

でなく，ポジティヴ感情を体験することができる。

個人の悩みを扱う心理療法においても Cl.がポジ

ティヴ感情を体験し得るということは，人が悩み

に向き合う過程にはただ悲しみ苦しむことだけで

はなく，希望や救いが存在することを示唆してい

るように考えられた。さらにそこには，時に人が

悩むことを通して叡智や強さを得ていくことの理

由が秘められているようにも想像され，この側面

を探求することによって，心理療法に積極的な価

値や可能性をみることができるようにも思われた。

本研究は，筆者がCl.のポジティヴ感情に関する研

究を行う上で，調査方法や調査対象を選択する上

での指針を定めるために行った，探索的な研究で

ある。 

 

I 問題と目的 

1．テーマ 

1）ポジティヴ感情とは 

これから Cl.のポジティヴ感情について論じる
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にあたって，まずポジティヴ感情の定義を示した

い。人間の多様な感情を分類するモデルには様々

な種類がある（たとえば,Russell, 1980）。しかし，

これらのモデルは感情を分類する際に「快－不

快」・「活性－不活性」という二次元を設定してい

る点で共通している。ポジティヴ感情とは，この

二次元によって人間の感情を分類した時に，「快」

の領域に含まれる感情のことである。 

なお本研究では，心理療法のセッションにおけ

るCl.のポジティヴ感情について扱う。本論におい

て「Cl.のポジティヴ感情」と言う時には，Cl.の普

段の生活中で生じるものは除き，セッション中に

生じるポジティヴ感情に限ることとする。 

2）ポジティヴ感情とメンタルヘルス 

人間の感情は，その人の気分状態を作り出すだ

けでなく，その人の認知過程や自律神経系の働き

に影響を与えるものであるため，個人のメンタル

ヘルスの改善・維持において重要な役割を持つ。 

ポジティヴ感情は，認知過程において注意の幅

を拡張する・対人関係において社交性や他者への

寛容さを強める・ネガティヴ感情による自律神経

系の興奮を緩和する等の影響を与える

（Fredrickson, 1998；山崎，2006）。Fredrickson

（2001）は，このようなポジティヴ感情が個人に

与える影響は，個人のリソースを「拡張

（broaden）」し，レジリエンスを「作り出す

（build）」ものであるとして，Broaden-build 

theoryを提唱し，ポジティヴ感情が個人の心身の

健康と生涯における成長に恩恵をもたらすことを

強調している。 

また，ポジティヴ感情は感情障害とも関連があ

る。Carl et al.（2013）は，感情障害とポジティ

ヴ感情の調節に関する実証的研究論文を概観し，

これまで集積されたエビデンスから，不安障害と

抑うつ性障害ではポジティヴ感情に対する接近に

不足がみられることを指摘している。ポジティヴ

感情接近の不足が起こりやすい精神障害を持つ人

に対して，ポジティヴ感情を喚起させることが症

状の軽減に有効である可能性が考えられる。 

3)心理療法とポジティヴ感情 

このような知見をうけて，個人のメンタルヘル

スの問題を扱う心理療法研究の領域においても，

Cl.のポジティヴ感情を心理療法のセッション中

に何らかの介入により喚起させることによって，

望ましい影響を促進することができるのではない

かという期待が高まっている。たとえば，

Fitzpatrick et al.（2008）は，ポジティヴ感情が

持つ認知拡張作用は，心理療法においてCl.が自己

理解や別の選択肢を見出すプロセスに適用できる

と指摘している。実際に，ポジティヴ心理療法

（Positive psychotherapy，Seligman et al.，

2006）などポジティヴ感情を強めることによって

Cl.によい変容をもたらそうという心理療法も開

発されている。 

したがって，心理療法に携わるセラピスト（以

下，Th.）や研究者が，心理療法のセッション中，

Cl.のポジティヴ感情はどのような要因や介入に

よって喚起できるのか，またポジティヴ感情がCl.

にどのような影響をもたらすのかを知ることは，

Cl.のポジティヴ感情の治療的手段として活用す

るために重要なことだといえる。 

 

2.先行研究の知見 

 1)Cl.のポジティヴ感情の喚起要因 

それでは，実際にCl.のポジティヴ感情はどのよ

うな要因によって喚起され，Cl.にどのような影響

がもたらされるのだろうか。Cl.のポジティヴ感情

の喚起要因の一つは，Th.とCl.の「治療的繋がり」

である（たとえばFitzpatrick et al.，2006；Manne 

et al.，2010；Migdow, 2011）。治療的繋がりとは，

Th.とCl.の間の感情的に繋がっている感覚や互い

に対する好ましい感情のことを指す。まず量的研

究では，Manne et al.（2010）が抑うつ症状を伴

う婦人科系のがん患者に，セラピーを受けている

間，治療同盟や効果に関する質問紙に回答しても

らい，共分散構造分析による治療プロセスの共通
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モデルの生成を試みた。その結果，治療的絆

（therapeutic bond）の値がポジティヴ感情の値

の上昇を予測するという結果が得られている。質

的研究ではMigdow（2011）が快楽消失の症状が

起きやすいといわれる虐待サバイバーのCl.と，そ

のTh.15名にインタビューを行い，治療関係と快

楽を感じる機能がどのように関わっているかを調

べた結果，予測可能性が高く信頼できる安全な治

療関係によって，快楽の感情が促進されたという

報告を得ている。またFitzpatrick et al.（2006）

は、Cl.にとって治療初期段階における治療同盟形

成過程で重要な出来事を調べるためにインタビュ

ー調査を行い，Th.の受容や肯定，心地良く安全な

治療関係によってポジティヴ感情が喚起されたと

いう報告を得ている。 

2つ目のCl.のポジティヴ感情の喚起要因は，Cl.

の自己理解の深まりである（Fitzpatrick et al., 

2006； Manne et al., 2010；Migdow, 2011）。 量

的研究では，先述したManne et al.（2010）の研

究において，3 回目のセッションにおいて，治療

的気づき（therapeutic realization）の値が同じセ

ッション中のポジティヴ感情の高さを予測すると

いう結果が示されている。質的研究では，インタ

ビュー調査によって「セッション中に自己開示や

オープンさが深まることによってポジティヴな感

情が高まった」という報告（Fitzpatrick et al., 

2006）のほか，Cl.が「自己を取り戻す」（find a self）

ことによって，快楽を感じる力が強められたとい

う報告が得られている（Migdow, 2011）。 

2）Cl.のポジティヴ感情がCl.に与える影響 

Cl.のポジティヴ感情は Cl.の「自己理解」を促

進する。量的研究では，Manne et al.(2010)の研

究において 2 回目のセッション中のポジティヴ感

情の喚起度を示す値が，3 回目のセッションにお

ける治療的気付きの値の高さを予測するという結

果が得られている。質的研究では，面接初期段階，

Th.との関わりによってポジティヴ感情を体験す

ることで，自己開示にオープンになり，自己の探

索が促進されたという報告のほか，（Fitzpatrick 

et al., 2006）快楽の感情を体験することによって，

Cl.が自己理解力の向上を感じたという報告も得

られている（Migdow, 2011）。 

また，ポジティヴ感情は更なるポジティヴ感情

の体験を促進する。Migdow（2011）の研究にお

いて，Cl.から「快楽を感じることによって快楽を

体験する力が強められた」という報告が得られて

いるほか，Fitzpatrick et al.（2006）の研究では，

Cl.から，「ポジティヴ感情を体験することによっ

て，ポジティヴ感情体験が一層促進された」とい

う報告も得られている。 

また，エビデンスは未だわずかだが，Cl.のポジ

ティヴ感情がネガティヴ感情を低減する可能性も

示されている。Panagioti et al.（2012）は，ポジ

ティヴな記憶を甦らせることにより，ポジティヴ

感情を高め，ネガティヴ感情の調節を促進する

Broad-Minded Affective Coping procedure

（BMAC）という行動療法的介入が，ネガティヴ

感情が過剰になりやすいPTSD患者に対して有効

か検討するため，BMAC セッション中の Cl.の幸

福感（happiness）・落ち着き（calmness）という

2 種のポジティヴ感情と 4 種のネガティヴ感情の

値の変化を調べた。その結果，BMAC介入群では，

統制群と比較して有意にポジティヴ感情の上昇と

共にネガティヴ感情の低下していた。 

 

3.先行研究の問題点 

 1） 先行研究におけるポジティヴ感情の捉え方 

このように，Cl.のポジティヴ感情の喚起要因と， 

Cl.に対する影響については，既に実証的に検討 

され，いくつかの答えが示されている。しかし先

行研究においては， ポジティヴ感情の種類の違い

が考慮されていないという問題がある。 

先行研究では，ポジティヴ感情の種類を区別せ

ず，「ポジティヴ感情」と一括して捉えている研究

が大半を占める。たとえば，Manne et al.（2010）

の研究では，Therapy Session Report （Kolden, 
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1993）を用いて 11 種のポジティヴ感情を測定し

ているが，分析結果は「positive emotion」として

まとめて示されている。Panagioti（2012）のよ

うに「幸福感」「落ち着き」とポジティヴ感情の種

類を区別している研究もあるが，扱っているポジ

ティヴ感情の種類が1つか2つなど，非常に限ら

れている。その他、Migdow（2011）の研究では，

Cl.の快楽の感情についてインタビューで捉えて

いるが，快楽は「様々なポジティヴ感情」と定義

されており，どのような種類のポジティヴ感情に

よって構成されているのか不明瞭である。 

2）ポジティヴ感情の種類による違い 

それでは，Cl.のポジティヴ感情の種類の違いを

考慮しないことは，なぜ問題と考えられるのだろ

うか。 

ポジティヴ心理学の領域においてポジティヴ感

情研究のFredrickson（2009/2010）は，日常の中

で最も 体験されるポジティヴ感情 10種をあげ，

それぞれの特徴を次のように示している。①喜

び：何かが期待以上にうまくいっている，②感謝：

与えられた何かについてその価値を認めている，

③安らぎ：今の瞬間の感覚に意識が集中し，これ

をゆっくり味わっていたい，もっとしょっちゅう

味わいたいと思う，④興味：新しいものごとに関

心を抱き，謎を突き止めたい気持ちに突き動かさ

れる，⑤希望：絶望的な状況のなかで最悪の事態

を恐れながら，よりよい状況を望む，⑥誇り：自

分の努力と能力を投じて何かがうまくできた，⑦

愉快：驚きや不調和から引き出された笑い，⑧鼓

舞：奮い立つような感情がわいて，意識はくぎ付

けになり，心が熱くなる，⑨畏敬：自分が何か偉

大なものの一部であると感じる，⑩愛：10のポジ

ティブ感情のすべてを含んでその上に位置する感

情。このようにしてそれぞれのポジティヴ感情の

特徴を見ると，ポジティヴ感情の中でも，ポジテ

ィヴ感情の種類によって，喚起される状況や向か

う対象が異なることがわかる。特に心理療法にお

いては，セラピーの初期段階では安心や希望，中

期段階には，幸福感や穏やかさというように，治

療段階によって注目すべき Cl.のポジティヴ感情

は異なるという指摘もある（Fosha, 2004；岩壁，

2011）。これらのことから，心理療法においてCl.

のポジティヴ感情を治療的に活用する際に，その

喚起要因や Cl.にもたらされる影響が異なる可能

性が考えられ，心理療法研究においてCl.のポジテ

ィヴ感情の種類の違いを区別することの重要性を

示唆していると考えられる。 

3）検討すべき点 

実際，現在どのようなポジティヴ感情がどのよ

うなときに有効なのかが不明確であり，ポジティ

ヴ感情の種類ごとの効果を検討することが課題だ

と指摘いう指摘もある（Folkman et al., 2000）。

一方で，ポジティヴ感情はネガティヴ感情と比較

してはっきりした違いが見られず，種類を見分け

にくい（山崎，2006）という指摘もある。そのた

め現在は，Cl.のポジティヴ感情について研究する

際，どの程度ポジティヴ感情の種類の違いを弁別

することが可能で，その喚起要因やCl.への影響に

どの程度違いが生じるかが不明瞭な状態にある。

したがって，今後Cl.のポジティヴ感情についての

研究の発展に向けて，まずはポジティヴ感情の種

類の違いに注目する意義があるかを検討すること

が重要だと考えられる。 

 

4．目的 

1）リサーチクエスチョン 

以上のことから本研究では，セッション中のCl.

のポジティヴ感情について，ポジティヴ感情の種

類の違いに着目することとした。リサーチクエス

チョンとして，Cl.のポジティヴ感情の①喚起要因

および②影響は何か、そしてそれらは③ポジティ

ヴ感情の種類によって異なるのか，という 3 点を

設定した。これらの点を探索的に明らかにするこ

とにより，Cl.のポジティヴ感情の種類の弁別可能

性と，今後心理療法研究において，Cl.のポジティ

ヴ感情の種類の違いに着目する意義を検討するこ
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ととした。 

2）アプローチ  

本研究では，特に成功した 1 セッションを集中

的に検討することとした。望ましい変容とポジテ

ィヴ感情との結びつきを効率よく，詳しく明らか

にすることができると考えられたためである。な

お，治療段階によって強く体験するポジティヴ感

情の種類やその喚起要因・作用が異なると推測さ

れたため，初回セッションを取り上げた。 

 

Ⅱ 方法  

1．事例 

1）事例の選択 

筆者が修士研究の調査（平成 25 年 7 月～10 月

に実施）により収集した，8 ペアの試行カウンセ

リングのデータから，面接後にCl.とTh.が回答し

た治療同盟尺度短縮版（以下，WAI-S と略記）・

面接評価尺度（以下，SEQ と略記）（いずれも葛

西，2006）の結果が最も高い値を示したケースを，

初回セッションとして最も成功したサンプルであ

ると見なして選択した。Cl.が評定した WAI-S の

値は 60 点中 51 点，SEQ の値は 148 点中126 点

であった。セッション実施時から期間が空いてい

たため，記憶が変容していることが懸念されたが，

Cl.に確認したところ「（セッションでの体験を）

とてもよく覚えている」との報告を得たため，セ

ッション当時のポジティヴ感情についてもデータ

収集が可能だと判断した。   

2）事例の情報 

Cl.は 20 代前半の女性で，調査当時は，アルバ

イトをしながら就職活動をしていた。過去に所属

していた大学で学生相談を１度利用したことがあ

る。試行カウンセリングの後，心療内科にて社会

不安性障害と診断された。Th.は30代前半の男性

で，臨床経験年数7年の臨床心理士であった。Cl.

の主訴は，友人に対してどの程度自分の本音を表

現してもよいのかわからず，表面を取り繕ってし

まうために，ぎこちない関係になってしまうとい

うことであった。面接の流れとしては，面接序盤

では，自分が表面を取り繕っていることが友人に

知られるのではないか，不快感を与えているので

はないかという恐怖について涙を流しながら語り，

Th.はCl.の言葉に対して理解を示した。後半では，

Cl.は「話すことは話して，やるべきことはわかっ

た，あとは行動に移すだけだと思う」という旨を

語り，Th.はCl.の努力や，辛抱をねぎらった。面

接直後，Cl.は「あのカウンセリングでかなり変わ

った」，「結局は自分の問題だと思った」，「Th.はと

ても優しい雰囲気で信頼できた」，「はじめて赤

裸々に話した」，「すっきりして元気になった」等

と報告した。なおセッションは都内A大学付属の

心理相談センターのカウンセリングルームで行わ

れ，53分間で終了した。 

 

2．データ収集 

1）実施状況 

調査は平成 27 年 1 月，調査者の自宅にて行わ

れた。途中休憩を挟み，調査開始から終了までに

約 3 時間を要した。なお，倫理的配慮として事前

に調査,論文の執筆および公開について，Cl.および

Th.の両者にそれぞれメールまたは対面にて説明

を行い，承諾を得た。 

2）データ収集方法の選択 

対人的プロセス想起法（Interpersonal Process 

Recall，以下 IPR と略記/Kagan, 1958；岩壁，

2008）を採用した。 IPRとは，心理療法のプロ

セス研究で用いられるインタビュー技法であり，

インタビュイーに面接の録画や録音を視聴しなが

ら，面接中の感情や思考といった内的体験につい

て報告してもらう。録画や録音を視聴しながらイ

ンタビューすることにより，インタビュイーの記

憶がより鮮明に喚起され，正確で豊かな情報の収

集が助けられる。また，面接中のTh.，Cl.の発言

などの外的体験と内的体験との対応も明確に捉え

やすく，結果を具体的な介入指針の考察へ結びつ

けやすくなる。 
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3）手続き 

セッションのビデオを振り返りながら，ポジテ

ィヴ感情が喚起されたと感じた場面でビデオを止

めて貰い，①どのようなきっかけで，②どのよう

なポジティヴ感情を体験したか，③そのポジティ

ヴ感情によってどのような影響を感じたかを尋ね

た。また，調査者から見てCl.のポジティヴ感情が

喚起されていると感じられた場面で調査者がビデ

オを止めて，Cl.の体験を尋ねることもあった。そ

の他，Cl.が重要・印象的などと感じた場面があれ

ば，自由に当時の体験や印象について語ってもら

った。最終的に，Cl.がポジティヴ感情が喚起され

たと主観的に認めた場面あるいは出来事（以下、

ポジティヴ感情イベントと呼ぶ）を分析対象デー

タとした。なお，インタビュー中のやりとりは，

タブレット端末により録音した。 

 

3．分析 

1）分析手法の選択 

インタビューデータは，グラウンデッド・セオ

リー・アプローチ（以下 GTA/岩壁，2010）によ

って分析した。サンプルが 1 セッションと極めて

少ないため，カテゴリーが飽和せず不安定なもの

となる可能性も考えられた。しかし，GTAは様々

な体験に関する言語的データの分析手法の中で，

体験と体験の因果関係を検討・提示できるという

点が特色であり，「セッション中のポジティヴ感情

喚起要因・影響を明らかにする」という本研究の

目的に適合すると考えられたため，採用した。 

2）分析手続き 

まず下準備として，インタビューの録音を全て逐

語化した。そして，逐語をCl.のポジティヴ感情が

喚起されたきっかけ・喚起されたポジティヴ感情

の種類やニュアンス・ポジティヴ感情による影響

の 3 領域にわけた。この際，ポジティヴ感情が喚

起されるきっかけ以前に存在した Cl.の考えや感

情に関する逐語は「背景」という領域を新たに設

けて分類した。次に，そのように分けた逐語から

意味あるまとまりを 1 単位とし，その体験の本質

を表す一言，すなわちコードを付した。続いて，

共通性のあるコード同士をまとめてサブカテゴリ

ーを生成した。続いて，生成されたサブカテゴリ

ーの中で共通性のあるものをまとめてカテゴリー

を生成した。ポジティヴ感情の領域に属するカテ

ゴリー生成に際しては，本研究の，「ポジティヴ感

情の種類の弁別性を検討する」という主旨にあわ

せて，大きくまとめ過ぎないように留意した。最

後に，逐語を読み返してCl.の体験の流れを読み取

り，生成したカテゴリーと照らし合わせることに

よって，カテゴリー間の因果関係および関係性の

強さを捉え，カテゴリー同士を矢印で繋げて，プ

ロセス図を作成した。 

3）分析者 

分析は筆者が単独で行った。筆者は臨床実務経

験約 2 年半の臨床心理士で，これまでに担当して

きた成人のケースは10ケースほどで，分析を開始

する時点において，Cl.のポジティヴ感情に関して，

初回セッションでは安心感が自己開示を促進し，

自己の探索に伴う興味や希望が Cl.の変化へのモ

チベーションを高めるという仮説を持っていた。 

 

Ⅲ 結果  

1．カテゴリー 

1）生成カテゴリー数 

インタビューデータを GTA によって分析した結

果，40のコード・19のサブカテゴリー・9のカテ

ゴリーが生成された。これらを階層構造としてま

とめたものを，表1に示す。なお，「きっかけ」と

「影響」の境界を波線で示すことにより，〈勇気〉

のカテゴリーが両方の領域に属することを表して

いる。()内の数字は該当コード数である。 

2）カテゴリーの定義 

生成されたカテゴリーの定義を説明する。なお

《》は領域，〈〉はカテゴリー，［］はサブカテゴ

リーを示す。①《背景》に属するカテゴリー：〈身

をすくめる〉は［聞いてもらえるだろうか］［自信 
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表1 カテゴリー階層表  

領域 カテゴリー サブカテゴリー コード 

背
景 

身をすくめる（4） 

聞いて貰えるだろうか（2） 
聞いて貰えるだろうか（1） 

この人に話して大丈夫かな（1） 

自信が無い（1） 自信が無い（1） 

緊張（1） 緊張（1） 

行き止った感覚（2） 
どうしようもない（1） どうしようもない（1） 

自分が悪いのは分かっている（１） 自分が悪いのは分かっている（１） 

き 

っ 

か 

け 

Th.に受け容れられる

（6） 

Th.が常に耳を傾けてくれている（4）

ずっと聞いてくれている（1） 

言いにくい事にも反応してくれる

（3） 

Th.から認められている（2） 
Th.も自分の努力を理解している（1） 

Th.から認められている（1） 

自己探索の深まり（9）

客観的に顧みる（6） 
他者の視点に立つ（4） 

反省する（2） 

自分の課題を言葉にする（3） 

本当はこうしなくてはいけない（1） 

自分の正しい道を言葉にする（1） 

自分を律する言葉を出す（1） 

道が開ける（2） 
こうすればよかった（1） 

解決策に繋がる（1） 

 
 
 

ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
感
情  

安心（4） 

ほっとする（2） 
ほっとする（1） 

ほわーっとする（1） 

安心（2） 
安心感（1） 

安心できる（1） 

活気（4） 

元気（2） 
明るくなる（1） 

元気になる（1） 

高揚（2） 
喜び （1） 

気持ちが上がる（1） 

影

響 

 

勇気（5） 

楽観（2） 
前向きになる（1） 

良い方向に行きそうだ（1） 

志気 （2） 
次につなげて行こう（1） 

行動しなきゃ（1） 

自己肯定感が高まる（1） 自己肯定感が高まる（1） 

ありのままで居られる

（4） 

肩の力が抜ける（2） 
話しても大丈夫（1） 

緊張が解ける（1） 

のびのび話せる（2） 
スムーズに話せる（1） 

行動範囲が広くなる（1） 
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が無い］［緊張］を包括し，Th.の前で自己の問題

を開示するに際して硬直・萎縮している状態を指 

す。〈行き止まった感覚〉は［自分が悪いのはわか

っている］［どうしようもない］を包括し，自身の

問題に関して対処が進まず未解決の状態に留まっ

ている状態を示す。 

②《きっかけ》に属するカテゴリー：〈Th.に受

け容れられる〉は［Th.が常に耳を傾けてくれてい 

る］・［Th.に認められる］を包括し，セッション中

のTh.の自分に対する態度・言動から「Th.が自身

のこれまであるいはセッション中の言動を肯定的

に受け止めている」と感じることを指す。〈自己探

索の深まり〉は，［客観的に顧みる］［自分の課題

を言葉にする］［道が開ける］を包括し，Cl.自身

の思考・発言や Th.の発言によって，自身の問題

に関する自己の関与と解決に向けた自他理解が深

まることを指す。 

③《ポジティヴ感情》に属するカテゴリー：〈安

心〉は，不安や緊張が無く落ち着いて安らいだ感

情を指す。〈活気〉は，［元気］と［高揚］を包括

し，生き生きとしてエネルギッシュな感情を指す。

〈勇気〉は，［楽観］［志気］［自己肯定感］を包括

し，将来を恐れずに，強い心意気を持って積極的

に立ち向かおうとする感情を指す。このカテゴリ

ーは，ポジティヴ感情による《影響》にも属する。 

④《影響》に属するカテゴリー：〈勇気〉の定義

上記の通りである。〈ありのままで居られる〉は，

［肩の力が抜ける］［のびのび話せる］を包括し，

Th.の前で萎縮することなく，自然な状態でいられ

ることを指す。 

 

2.プロセス 

1)プロセス図 

生成したカテゴリーを，ポジティヴ感情が喚起

された《背景》・《きっかけ》・《ポジティヴ感情》・

《影響》の順に並べ，因果関係によってカテゴリ

ーを結び，プロセス図（図）を作成した。その結

果，〈安心〉と〈活気〉・〈勇気〉によって背景～影

響までのプロセスが大きく２つのルートに分岐す

る傾向がみられた。 

2）実例の提示 

プロセス図に示された内容が，実際にセッショ

ン中どのように生じていたか伝わるよう，そのプ

ロセスが現れたポジティヴ感情イベントの内容と，

インタビューにおける Cl.の語りをカテゴリー名

と共に示す。斜体はインタビューにおけるCl.の語

りを，（）内は，該当するカテゴリーを表す。 

①〈Th.に受け容れられ〉て生じた〈安心〉によ

って〈ありのままで居られる〉プロセス：これは，

特定の場面ではなく，面接全体の雰囲気に関して

語られたことである。「あとは…やっぱり A さん

（Th.）が，聞いてもらえるかなって思いながら

（〈身をすくめる〉）話したことに対しての，レス

ポンスが返ってくる（〈Th..が常に耳を傾けてくれ

ている〉）とその時はほっとするっていうか、安心

できる。だから，元気になるっていうよりも，ほ

わーって安心できる。っていう感じがあって（〈安

心〉）」(中略)「は、やっぱり緊張してたから，こ

う，「この人に話しても大丈夫かな」って思いが最

初はあったけど，緊張が解けてきて，「あ、話して

も大丈夫なんだ」って気持ちになった（〈ありのま

まで居られる〉－［肩の力が抜ける］），っていう

ことです。」とのことであった。 

②〈自己探索が深まる〉ことにより〈勇気〉が

生じるプロセス：これは複数の場面で共通してみ

られたプロセスだが，ここでは Cl.が「自分が友

人に対して恐怖を抱いていることが伝わり，その

相手に不快感を与えているのではないか」という

恐れを泣きながら口にする場面を例としてあげる。

Cl.はこの場面の体験について「えっと…だから，

まあ自分から見た相手じゃなくて，本当の相手を

思って考えて，こうだったんじゃないかなって言

うことによって，・・・その場の現象を，こう的確

に捉えられてるんじゃないかなって言う風なこと

を（〈自己探索が深まる〉－［客観的に顧みる］），

で，自分はあの時どうしたら良かったんだろうっ 
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客観的に顧み

る

自分の課題を

言葉にする

自己探索が深ま

る 

肩の力が抜け

る 

あ り の ま ま で 居 ら れ る 安 心

勇 気

図1 プロセス図 

背景        きっかけ      ポジティヴ感情  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

ていう風な道筋につながっていくような気がして  

（〈自己探索が深まる〉－［道が開ける］），ポジテ

ィヴな気持ちになった［勇気］。」③［元気］に 

続いて［楽観］が生じるプロセス：これは，イン

タビュー開始時に Cl.が開口一番に語った内容で

あり，場面の特定はされなかった。「なんかね，こ

う，悩みを相談してるときは，あんまり，なんか，

そのいい気分にはならなくて，なんか自分で『こ

れが悪かったな』って反省した部分（〈自己探索が

深まる〉－［客観的に顧みる］）において『はっ』

て明るくなってる［元気］。そこから，Bさんと話

してるときは、いい方向にいくなって思った［楽

観］。」④〈Th.に受け容れられる〉とにより，［活

気］が生じるプロセス：これは，Cl.がこれまでに

色々な努力をしてきたことを，Cl.とTh.が同時に

口にし，一緒に笑う場面でみられたプロセスであ

る。インタビューにおいて調査者からビデオを止

めて体験を尋ねると，Cl「うーんと，そう，B さ

ん（Th.）になんかわかってもらえたな，っていう

のはあったかも。わかってもらえたんだなーと思

って（〈Th.に認められる〉），うん，ちょっと嬉し

かった［活気］」と語った。 

 Ⅳ 考察  

 1．リサーチクエスチョンへの回答と先行研究と

の比較 

1）Cl.のポジティヴ感情の喚起要因 

本研究では，第一にCl.のポジティヴ感情の喚 

起要因は何かというリサーチクエスチョンを設定

した。グラウンデッド・セオリー・アプローチを

用いてポジティヴ感情が喚起されるプロセスを検

討し，ポジティヴ感情を喚起するいくつかの要因

が示され，全体的に先行知見を支持・明細化する

結果となった。 

まず，〈Th.に受け容れられる〉ことによってCl. 

の〈安心〉というポジティヴ感情が喚起され，時

に［活気］というポジティヴ感情も喚起されると

いうプロセスが示され，Th.が Cl.を肯定し，Cl.

の発言内容に関わらず傾聴を続けることが喚起因

の 1 つとなることが明らかとなった。先行研休に

おいても，Th.との安全な治療関係や治療的絆の強

さ，Th.のCl.に対する肯定・受容がポジティヴ 

道が開ける

Th.に受け容れ

ら れ る

楽 観

喜 び

活 気

元 気

のびのび話せ

る 

身をすくめる 

行き止った感

覚 
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感情発現を予測するという結果が得られており

（Fitzpatrick et al.，2006；Manne et al.，2010；

Migdow, 2011），本研究の結果は先行知見を支持

し，Th.との感情的繋がりがポジティヴ感情を喚起

する一要因である可能性をより確実にしたといえ

る。 

 また，〈自己探索を深める〉ことによって〈活 

気〉・〈勇気〉というポジティヴ感情が喚起される 

というプロセスも示された。これも先行研究にお 

いて治療的気付きがポジティヴ感情の上昇を予 

測する等，同様の結果が得られており，本研究の 

結果は先行知見を支持し，探索や気付きがポジテ 

ィヴ感情の喚起要因である可能性をより確実にし 

た。 

 さらに，［元気］というポジティヴ感情に続いて 

［楽観］という新たなポジティヴ感情が生じるプ 

ロセスも示された。先行研究においても、Cl.のポ 

ジティヴ感情が一層のポジティヴ感情の体験を 

促進する（Fitzpatrick et al., 2006；Migdow, 

2011）という知見が得られており，本研究の結 

果はこれを支持する。しかし本研究では，喚起要 

因となったポジティヴ感情の種類を同定したこと 

により，先行研究の知見をより明細にした。 

最後に，本研究ではセッション中にCl.がポジテ 

ィヴ感情を体験する背景に，Th.に受け容れられる

かという不安，自身の無さといった〈身をすくめ

る〉体験や，自分の責任を自覚してもどうすれば

よいのか具体的にわからないという〈行き止まっ

た感覚〉が存在することが示された。これは先行

研究ではみられない新たな知見であり，Cl.のポジ

ティヴ感情の喚起に先行して，何らかの形でネガ

ティヴ感情や凝り固まった認知パターンが関与す

る可能性を示す結果といえる。 

2）Cl.のポジティヴ感情がCl.に与える影響 

第二のリサーチクエスチョンであった，ポジテ

ィヴ感情がCl.に与える影響はなにか，という問い

に対しても，本研究からいくつかの影響も明らか

とされ，先行知見を支持・明細化する結果が得ら

れた。 

まず，〈安心〉というポジティヴ感情が〈ありの

ままの自分で居られる〉という影響をもたらすプ

ロセスが示され，安心を喚起させることによって，

Cl.の緊張や不安を和らげ，スムーズな自己開示が

促進されることが明らかとなった。先行研究にお

いても Th.と心地よく安全な関わりによってポジ

ティヴ感情を体験することで，自己開示にオープ

ンになり，自己の探索が促進されたという報告

（Fitzpatrick et al., 2006）が得られており，本研

究の結果と，Th.との暖かな関係の中で喚起される

ポジティヴ感情によって，自己開示や探索が促進

されるという点で一致する。しかし，本研究では

喚起要因となった感情が安心であるということが

明確に示された。 

また，［元気］というポジティヴ感情に続いて［楽 

観］というポジティヴ感情が生じるプロセスも示

され，ポジティヴ感情が，新たなポジティヴ感情

体験をも促進する力をもつ可能性が示された。先

行研究においても，ポジティヴ感情が一層のポジ

ティヴ感情体験を促進する（Fitzpatrick et al., 

2006；Migdow, 2011）という知見は得られており，

本研究の結果はこれを支持する。しかし本研究で

は，［元気］・［楽観］というポジティヴ感情の種類

を同定した点で，先行研究の知見をより明細化し

たといえる。 

3）ポジティヴ感情の種類によって，喚起要因・

Cl.にもたらされる影響は異なるか 

本研究で生成されたプロセス図では，〈安心〉は 

〈Th.に受け容れられる〉ことにより喚起され〈あ

りのままの自分で居られる〉影響をもたらすのに

対して，〈活気〉・〈勇気〉は〈自己探索の深まり〉

により喚起されるという大きな 2 つのルートに分

岐した。〈安心〉と〈活気〉・〈勇気〉を比較すると，

〈安心〉は活性度が低く，〈活気〉・〈勇気〉は活性

度の高い感情に分類される。したがって，この結

果からは，全般的に見てポジティヴ感情の活性度

により，その喚起要因・影響は異なる可能性を示
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すものと考えられる。しかし，時に〈Th.に受け容

れられる〉ことによって〈安心〉だけでなく〈喜

び〉が生じる場合や，［元気］が［楽観］を喚起す

る場合など例外的なプロセスもみられ，その因果

関係は必ずしも一元的ではないと考えられた。い

ずれの知見も先行研究にみられないものであり，

本研究の結果によって，一元的ではないが，Cl.

のポジティヴに関して，感情の活性度により，そ

の喚起要因・影響が異なる傾向がある可能性が新

たに示されたといえる。 

 

2．本研究の結果による示唆 

1）研究上の示唆 

本研究では，Cl.のポジティヴ感情の喚起要因と，

Cl.のポジティヴ感情が Cl.自身に与える影響が 

複数明らかとなった。しかし，本研究ではCl.によ

る報告のみを抽象的な概念を生成する GTA によ

って分析したため，Cl.の主観性が強く，抽象的な

レヴェルの結果に留まっている。今後は，質問紙

や第三者評定尺度などを用いてこれらの要因を，

客観的および量的に確認することによって，より

確実な結果を得られるだろう。 

また，ポジティヴ感情の種類，特に活性度によ

って，喚起要因とCl.にもたらす影響が異なる傾向

も示された。しかし，例外的なプロセスや異なる

ポジティヴ感情間で共通するプロセスもみられ，

一元的な因果関係は認められなかった。したがっ

て，今後ポジティヴ感情の喚起要因・影響につい

て研究を進める上では，「どのような喚起要因／影

響」ということと同時に「どの程度異なるか」と

いうことも明らかにすることが必要だと考えられ

る。具体的には，数値によって関連性の強さを明

確に示すことのできる，パス解析や重回帰分析等

の方法を用いることより実現が可能だと考えられ

る。 

2）臨床上の示唆 

ここでは，本研究でプロセス図から，Cl.のポジ

ティヴ感情をセッションで活かすための介入指針

を導きたい。 

まず，〈Th.に受け容れられる〉ことによって〈安

心〉というポジティヴ感情が生じ，結果として〈肩

の力が抜〉け，〈のびのび話せる〉というプロセス

が示されたことから，Cl.の緊張や不安を緩め，ス

ムーズな自己開示を助けたい時には Cl.に持続的

に肯定や関心を示すことによって，安心を強める

ことが有効だと考えられる。これは，Cl.の緊張や

不安が強く，問題の探索が重要な課題となる初期

段階において特に有効だろう。 

また，〈自己探索を深める〉ことによって〈活 

気〉・〈勇気〉というポジティヴ感情が喚起される 

というプロセスがみられ，活気や勇気を喚起させ

るためには，Cl.が探索を深めることができるよう

に，安全な状況で問題の焦点づけや必要な質問等

の介入が有効である可能性が示された。活気や勇

気といったポジティヴ感情は，積極性や活発性と

関係するものであり，心理療法においては問題解

決への主体的な関わりやモチベーションを向上さ

せるために重要な感情になると考えられる。その

ため，このような主体性やモチベーションが必要

になるような，休養を終えてエネルギーは備えて

いるが停滞した状態にあるCl.に対して，有効に働

くだろう。 

 

3．本研究の限界と今後の課題 

今後より確実な研究知見を得るため，本研究の

問題点・限界点から改善すべき点・課題点を導く。 

1）事例の性質による問題 

本研究では，扱った事例の性質により，結果の

転用可能性に限りがある。まず，事例のサイズが

1 ケースと極めて小さくデータが少量であったた

め，カテゴリーが飽和せず安定性に欠けている。

今後は，より多くの事例からデータを収集するこ

とが課題となる。 

また本研究では，ポジティヴ感情は全般的にCl.

にとって望ましい影響を与えるという結果が得ら

れた。しかし，この結果からポジティヴ感情がセ
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ラピーにおいて必ず効果的に働くと解釈すること

は早計である。なぜなら，本研究では特に成功し

た 1 セッションを選択的に検討したために，望ま

しい変化が多く生じている可能性が高く，必然的

ポジティヴ感情が効果的であるという結果が示さ

れやすいためである。他のケースを検討すれば，

同じ種類のポジティヴ感情でも，セッションの文

脈，Cl.の特徴，治療関係等によって効果的に働か

ない場合もみられるかもしれない。今後は，ポジ

ティヴ感情が効果的に働かない可能性も視野に入

れて，成功ケースから失敗ケースまで幅広く検討

することが課題となる。さらに事例比較法（Case 

comparison method，Iwakabe et al., 2009）など

を用いて，同種あるいは同等の強さのポジティヴ

感情が生じていながら，効果が大きく異なった２

事例を比較すれば，ポジティヴ感情が効果的に働

く条件を明確にすることもできるだろう。 

また，今回は初回面接に焦点を当てて検討した

が，先述したように，より治療段階が進んだ中期

や終結期では，Cl.が体験するポジティヴ感情の種

類が異なることが推測される。したがって，今後

は面接初期だけでなく治療中期や終結期のデータ

も集め，治療段階間でポジティヴ感情体験を比較

検討することが課題となる。 

2)データ収集方法による問題 

本研究では，調査対象となったセッションが実

施されてから，ポジティヴ感情に関するデータを

収集するまでに約 1 年の時間間隔があった。その

ため，セッション実施当時とデータ収集時では，

セッション時に関する記憶に変化が生じている可

能性が考えられる。今後は，セッション時の Cl.

のポジティヴ感情の体験をより正確かつ鮮明に明

らかにするため，セッション終了後出来る限り速

やかにCl.に報告を求めることが望ましい。 

また，本研究で得られた結果は，Cl.の主観的な

報告のみに基づくものであり，Th.や第三者による

評定は含まれていない。ポジティヴ感情はそれ自

体が本人にとって快く感じられる性質を持つため，

好意的に受け取られやすく，Cl.にとって効果的だ

と評価されやすいと推測される。Cl.が快い状態に

居られるようになることは重要であるが，治療プ

ロセス上では，本人にとって快く好意的であるこ

とがいつも治療的に良いとは限らず，専門家であ

る Th.や研究者の客観的な視点を取り入れること

は今後の重要な課題と考えられる。 

3)分析方法による問題 

本研究では，データの分析を筆者単独で行った

ため，データの区切り方や解釈や筆者の主観に偏

っている可能性がある。今後は，より信頼性を確

保するため，合議制質的研究法（藤岡，2013）な

どを用いてデータを複数人で検討・分析すること

が望ましい。 

また，本研究では余剰変数の測定・統制を行わ

なかった。同じ種類・強さのポジティヴ感情でも，

治療的文脈，体験過程のレヴェルや治療関係，ネ

ガティヴ感情といったポジティヴ感情以外の要因

によってその影響の様相や大きさが異なる可能性

も考えられるため，今後はこれらの変数も要因と

して含めて検討すべきである。 

 

4.おわりに 

筆者はまだ臨床経験 3 年にも満たない未熟な

Th.であるが，Cl.と長く面接をしていると，困難

や心無い言葉に傷ついて自信を失っていた Cl.が，

自分の良さや新たな選択肢を見出し，その表情が

喜びや希望に輝くところを目にすることがある。

その純粋な美しさに秘められているだろう可能性

が，その人の力や幸福として実現したとき，人に

与えられる試練は決して人を挫かせるために与え

られるのではなく叡智や祝福を受け取るために備

えられた道であること，そして人は傷ついたとし

ても傷が癒されれば再び立ち上がることが出来る

強い存在であることを実感することができるのだ

ろう。そうして試練が与えられる意味と人間の強

さを知ったとき，人は恐れを手放して，自分だけ

の人生を切り開き，喜びをもって歩み続けること
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ができるようになると信じている。 

 

＜付記＞ご多用中負担の大きい調査にご協力ください

ました協力者の方々に厚く御礼申し上げます。 
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